
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　 京 都 府 警 の 訴 え に 対 し、 京 都 地 裁 は、
Winny自体は価値中立的なもので有用であ
るが、著作権の侵害行為が行われることを認
識し受け入れていたとして、幇助の故意を
認め、罰金150万円の有罪判決を出しました。
しかし、大阪高裁は、幇助にあたらないと判
断し、最高裁も高裁判断を支持し、無罪が確
定しております。
− 23 −
知的財産の最前線
７　無許可ダウンロードに罰則
　　（平成24年著作権法改正）
　最新の話題である無許可ダウンロードに対
する罰則についてです。
　既に2010年の１月からの著作権法では、違
法なファイル、映画や音楽をみんなが見るこ
とができるように、要求があれば送信可能な
状態に置くことについては、罰則がありまし
た。ただし、そういう違法なものを自分のパ
ソコンで見るためにダウンロードしても、違
法ですけれども、罰則はありませんでした。
しかしながらつい先日、罰則を科す改正著作
権法が国会で成立しました。これは議員立法
という形でして、2年以下の懲役又は200万
円以下の罰金となっており、最も重い場合、
200万円払ってかつ2年間の懲役となる併科
もあります。この10月１日（平成24年）から
施行されます。
　この改正法については、反対も強くて「ア
ノニマス」という集団の行動や霞が関への
ハッカー攻撃が話題となり、最高裁判所の判
例検索もしばらくの間、使用できない状態と
なりました。
　ダウンロードとは、インターネットを使っ
て、自分のパソコンで後日見ることができる
ようにすることと言えるでしょう。何が問題
かというと、手続き面は別として、ダウンロー
ドしたファイルが果たして違法なものかどう
か分からない状態で、音楽については著作権
の主張をしているのかどうか分からない状態
でダウンロードすることが起こるでしょう。
　パソコンが勝手にダウンロードする場合
や、意識せずにダウンロードしていることも
考えられます。家族が共同で１台のパソコン
を使っている場合、子供が違法と認識せず違
法なダウンロードをしているかもしれません
ので、パソコンが警察に押収され、その中を
全部調べられるという可能性だってありえま
す。
　弁護士会も含めて反対していましたけど、
議員立法として、つい先日成立しました。あ
とはどう運用するかの問題となっています。
権利者の告訴がなければ処罰しない規定です
が、音楽の売上げを伸ばそうと改正して罰則
を設けたのですから、売上が伸びなければ告
訴が増えることも考えられますし、告訴を条
件としないように改正されることも、あなが
ちないとは言い切れません。
８　まとめ
　インターネットが普及するまでは、写真は
プロの写真家、音楽は作詞家や作曲家などの
プロの音楽家が作って発表するというのが当
然の考えでしたが、今は、誰でもが音楽を作
れるようになり、誰もが絵を描いて、それを
身近な友達に見せたり聞かせたりするだけで
なく、ネットを通じて世界に発信できます。
　ネットで発信するということは、世界の人
が見ることができることであり、他人の描い
た絵をそのまま自分のもののようにして発信
すると、著作権侵害ということで、訴えられ
る可能もあります。逆にネット上に置いた自
分の描いた絵を他人に勝手に使われることも
起こるでしょう。
　一個人が加害者となったり、被害者となっ
たりすることがありますから、これから、ネッ
トを上手く活用するためには、少なくとも、
著作権についてある程度の知識が必要だと思
います。
　だからといって、あまりこれを厳格に考え
ていくと、委縮してしまって、ネットがうま
く利用できなくなるだけでなく、知的財産の
活用もできなくなりますから、そこは、著作
権を始めとする知財の知識を蓄積し活用する
ことが、これから社会に出て行くみなさんに
期待されている一面であろうと考えます。
　本日は、ご清聴ありがとうございました。
児玉：杉山先生、ありがとうございました。
情報通信技術は日進月歩ですから、法制度も
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追い付いていくのが大変ですけど、司法の判
断や立法の動向には常に注目しておきたいと
ころです。
　あらためて本日の講師のお三方に、皆さま
盛大な拍手をお願いいたします。それでは本
日の講演会は、これにて終了いたします。多
数のご参加ありがとうございました。
